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・Aウbンの傳（・）

　　　　　　　　　　　　　山　本一　清

　ニウトンは其の論敵ミ議論をするεき常に二二を厚くし。又よく．忍耐し

ナこ．しかし元來敏感な彼れの頭購に斯うした論雫を永く績けた苦痛は巫

さ甚だしかった霊見え，彼れは1676年十一月十八日にオルデンバーグへ書

き迭つナこ手紙に下の如き言がある：一

「私はJ次ぎの火曜日に，リウカス氏への返答文を貴君へ下等りしませう

ε御約束しましナこけれさ，實は私の計叢通り仕事が渉らす，從って其の日

までに復露を取る乙も出來ぬ楼子ですから，さうかもう一週間御しんほう

を願ひます．私は今や學問（philosophy）の奴隷（slave）になって了ひまし

た．しかし，若しリウカス氏の事件が片付いたならば，自分自身の樂しみ

でやるこεの外には，もうキツパリご其んな奴隷は永久に止めて了ひナこい

ミ思ひます．入はいつまでも古い事ε手を切って了はなければ，其の奴隷

になるに違ひないのですから，」

　此れ等の論雫によってニウトンは，當時，自分ながら何だか學問の研究

がいやになりさうな氣がしたこざもあったが，幸ひにして其うしたこεも

無く，其の後，彼れはPhilosOphical　Transaction誌上へ光學上の種々な論

文を畿表した．尤も此等の論文の中の或る學説は多少の誤りがあって，今

は一般に其れ等は學界に於いて棄てられてみるけれ♂，ニウトンの此うし

た研究からは，永久に二値のある多くの獲見が生れk．彼れは薄板や厚板

の呈する色や，光の廻折（inflection）を解説するこεに成功し，爾ほ，復

屈折や，偏光，双眼観察（binocular　vision）等に關する論文を書いた．彼れ

は叉，月こ恒星Sの距離を観測するナこめの反射セキスタントを登明しナこ．

之れは今日も航海者ナこちがハドvイの象限儀（Hadley’s　quadrant）ε呼んで
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短日使用してみるものε事實上同じものである．此の獲見を，ニウFンは

1700年にエドモンド・ハレイ（Edmund　Halley）には知らせたが，燧に之れ

をローヤル學士院に提出して嚢表するこεはしなかった．そして，彼れの

死後，残された論文集の中に其の記事が見付けられた，

　1673年三月，ニウトンはケンブリヂ舞茸に起つナこ一雨雫に於いて重大な

役割を演じナこ．大學で，公衆演説者（public　oratorshil｝）の席が室席εなり，

降れを補欠するために，各學院（college）長ε評議院（Senate）の議員ナこちE

の間に雫ひが起つナこ．學院長側は二三を墨ける（其の中の一人を評議院か

ら選出）椹利を主張し，之れに封して評議員側は篭れを公選するのが正當

であるε主張した．大學縮長たるバキンガム侯（duke　of　Buckingharn）は此

の函派を安協せしめんE力め，「此の度だけは爾派を満足せしめるようにし

たい。それで，今は學院長たち方が選纂を行ひ，一一・maは之れを承認するこ

ε，しかし，（もし必要ならば，）此の皆労は此の場限りのものεして，決し

て今後の押合の先例ミしないこεεし，自分の見る所によれば，同大學は

セント・ジョンス學院（St．　John’s）のべーマン博士（Dr。　Henry　Paman）εF

リニチ（Trinity）學院のクレィヴン（Cravep）氏5を選塞せられんこεを希望

してみるやうであるから，自分は敢へて此の爾氏を推薦する」ミ公言した・

εころが，學院長たちはセン5・ジヨンスのぺf・一マン博士εサングソン

（Ralph　Sanderson）氏εを推生し，其の翌日，評議員はクしイーヴン氏に百

二十一票を投じ，爾ほ，ペーマン氏に九十八票投じた．いよいよ選學の當

目，抗議書が提出せられ，Regent　Houseに受納されたが，其の抗議書の

中にニウトンの名も記されてあっナこ．しかし，其の朝，副聰長はペーマン

氏の選出を許し，こXにニウトンの参加しテこ非理學上の始めての雫ひが終

りを告げた．

　1673年3月8日，ニウトンは學士院幹事オルデンバーグに手紙を書いた

其の中に：

「私は，国士院の罪過（Fellow）を辞退させて頂くやう，御斡旋を願ひます：．

但し，私は陸士院なるものを愈敬しますけれさ，私は今後も，學士院のナこ

めになるこεを致しませんし，叉，（遠距離のナこめに）集會に出席するここ

も二丁ませんから，僻職しナこいのです．」
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　オルデンバーグは此の手紙の返事に，ニウトンが學士院へ毎週の義務

（亭亭）を発除されるやうに願ひ出るこεを書いたらしい．何εなれば，16

73年3月23日附でニウトンからオルデンバーグへ贈った手紙は：

「私の會費についての御意見を感謝致します．しかし私はあの願ひ出につ

いて，若し未だ手績が濟んでみないのならば，もはや決して御迷惑をかけ

たく御座いません．」

此の事は其の後暫く何も渉らなかったものらしい．帥ち，1675年1月28B

にオルデンバーグは，學士院へ，「ニウトン氏は都合により判型の會費を許

されナこき希望である」ε通告し，写れに醸して，「他の例の如く，ニウトンは

発下せられる旨，評議一員會は決議しナこ．」1675年2月18日，ニゥトンは正式．

に學士院へ入會を許されfc．ニウFンが何故に上記の費用を免除せられん

こεを布申しナこかεいふ理由の，最も確からしい説明は，彼れが無位（？）

であった故に，其のトリニチ學院の職員（Fellow）l　tる地位は1675年の秋ま

で延ばされるらしかったからである．尤も，争うして彼れの牧入の損失は

1675年四月彼れがリウカス講座の教授に任命され，鞭って，別に地位を得

て職員たるこεを推持する必要が無くなったεいふ特灌によって潰滅しナこ。

奉れによって，ニウトンは金銭上の心配からよほ曹樂（らく）になったらし

く，1676年11月には，bリニチ三軍の圖書館を建てる費用へ彼れは40ポン

ドの寄附を申込んだりしナこのでも分る．

　ニウFンの思想が重力の問題に注がれるやうになつナこのは，1666年の夏，

ウルストーブに彼れが居る頃であっナこミ想像される．かの有名な林檎の逸

話はブルテール（Voltaire）の書物が元であるが，デルテールは此の話をニ

ゥトンの親しい姪カザリン・バーートン（Catha血e　Barton）から聞いたε云ふ。

此のパートン夫人は，學士院の會員であり，ニウトンも親友であるコンデ

井ト（Conduitt）達結婚した人である．あの逸話が如何ほさ迄眞實であるの

か知るこSは出罪ないが，εにかく，此の話が原（もε）ミなって，1820年

まで例の果實が落ちナこεいふ林檜の樹が保護せられ，其の後，枯れたもの

だから，切られて，今尚ほ入念保護せられてるる！！

　ヨハン・ケプラー（丁ohann　Kepler）が，かつて，綿密な計算によって，各・

遊星は太陽を一つの寸歩εする楕圓軌道を公方してみるこε，各遊星の動
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経が太陽のまはりを一定時間にPt定面積だけ廻るこご，叉，遊星の週期

の二乗が太陽からの乾剤距離の三乗に比例するこεを謹明しtこ．総ての物

髄が，如何なる高さの所からでも，常に地面へ落下する傾向のある事實に

より，ニウトンは，月が地球のまはりの軌道を動くのも全く同じ傾向が其

の原因なのであらうε思ヘナこ．ニウbンは各遊星の軌道を，皆，太陽中心

e）下形であるミ假定し，ケプラー一の三法則によって此等の遊星に働らく太

陽の引力を計算して，かつて，此の引力が太陽を遊星εの距離の二乗に逆

比例するものであるこミを謹明しナここミがあっk．それで，彼れは次ぎに

地球の引力が月を其の軌道上に保持するfcめに必要ミする強さを計算しナこ・

彼れは月が軌道上を蓮町中，常に其の切線の方向から毎分時にっき13沢つ

つ向きを愛へるこεを知つナこ．しかるに，地球の表面上で一転罷が一秒時

澗に落下する距離を實験によって知り，此の力が地球の中心からの距離の

二乗に比例して減するミいふ想像の下に計算をして見たεころ，地球の引

力によって月は一分時間に】5択だけ落下する筈ざなった、ニウトンは此の

差違の生じた原因を，想像が誤ってみるものSし，其の後暫くは此の問題

を打つちゃって置いた書言ふ．εころが，1679年に，一物艦が高い所から

落下する場合の考察に地球の自韓を考慮する問題について，フク（Hooke）

εニウトンεの間に早事が起つナこ機會に，ニウトンはさきの月の問題

を叉思ひ出して來た．當時，地理學者や航海端たちが基本ミしてゐナこ地球

の大きさは，「地表に於いて緯度一度の長さfOS60マ　aルである」いふごく粗

難な聴道であったが，最近にノルゥド（R。Norwood）やスネル（W．　SneU）か

精密な測量をなし，：更に後れて，ピカール（P．Picard）が同様な観測をしfe・

そして，1672年1月11日の學士院の例會に於いて，幹事オルデンバーグは・

パリーからの通信ミして，ピカールの観測方法ε其の結果を公讃した・尤

も，ニウトンは此のピカールの観測の事を既に知ってみて，從って，叉，

前記の問題に之れを利用したものらしい．地球の大きさについては，緯：度

一度が69．1マィルミなり，從って，月の落下は毎分時13限εなり，ニウト

ンがさきに平定の誤りミ思ったかの差違が無くなって，こ二つの数値は精密

に一致しfcので，此の假定は今や完全に立町された．

　1684年の一月に，サー。クリストファ。レン（Sir　Christopher　Wren）εノ、
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　レイ（Halley）εフク（Hooke）の三人が重力の法則を討論しナここミがある．

其の時多分，三入は距離の二乗に逆比例するεいふ法則を眞理Sは思った

　らしいが，しかし阿れが全く曜回したものε、は思ってはみなかつk．フク

は，引力の中心からの距離の二乗に蓮比するカで一物腿が引かれる場合の

問題を解決しナこざ構したらしいが，藪ケ月後，ハvlはフクが（レンに其

の解法を見せたこころでは）其の口に言ふほさ立派なものでは無いのを見．

て，1684年の八月にロンドンを出立して，ケンブリヂの＝ウトンの所へ其

の問題の相議にやって來た．そして．三人がかつて試みナこ種々の室想の事

は言はないで，ハvaは「若し太陽が距離の二乗に逆比例のカで遊星を引

　くミすれば，其の遊星はさんな軌道を叢くだらうか？」εいふ間ひをニウ

　トンに費した．する葛aウFンは直ぐさま「其れは楕門形だ」ミ答へた，

　そこでハレイは更に其の理由を聞き返しナこのにi下して，ニウトンは

　『イヤ．自分は其れを計算しナここミがあるんだ』（Why，　I　have　calculated

it．）ε言つナこ．しかし，ニウトンは其の計算をハレイに示さなかったが．後

日其れを迭る書約束しk．其の後，ハレイがケンブリヂを立ち去ってから，

ニウトンは此の計算を清書し始めたが，途中で，少しく誤って，結果が合

はなくなつfcものだから修正して，逡に元の結果に到着した．

　次ぎの十一月に，ニウトンは約束通り，ハVlに岱明の復篤を途つナこが，

此の使者を力めたのはニウトンの學院のフェローであり，且つクライスト

館（Christ’s　Hospital）の数學教師であるパゲト（Paget）であった．ハレイは

其の後，すぐ又，クンブリヂを訪ひ，ニウトンに例の問題について談合し

ナこが，1684年十二月10日にロンドンへ錨って，學士院で「自分は近頃ケン

ブリヂのニウトン氏に會ひ，De　Motu（蓮動論）εいふ不思議な一論文を

見せられた」Ns　va回し，此の論文はハレイの薦めにより，ニウbンが學士

院に迭って，其の記録に留めて貰ふ筈であるS附言しk．そこで，一同は

「ハレイ氏にニウトンが約束を果して其の嚢明した論文を入手し，国華って

其れが護表されるように薦めるこεを要求され」，パグhも亦ノ、レイS共

にニウFンに同じこミを薦めるこミを要求されナこ．二月の中頃には既にニ

ウトンは，學士院の一幹事であるアストン（Aston）に其の論文を贈り，16

85年2月23日附でニウトンがアストンに途つた手紙の中には「蓮動に關す
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る此の意見を記録に留めナこ」こミをニウトンはアス5ンに感謝しf，此の

De　Motuεいふ論文が師ちプリンシビア（principia）：』の要項であって，言

ふまでもなく，全篇の概要を記したものであった．剥れは大鐘二十四ペー

ジのもので，中に四つの定理ε七つの問題ミを記載してみるが，其の或る

ものはプリンシビアの第一巻の第一章ε第二章にある最も重要なる定理ミ

全く同じである．

　1685年ε1686年εの病年は都踊の歴史に永く記念されるべき年である．

此の爾年に，ニウトンは其の大著の大部分を書いたのである．此の頃，ニ

ウFンは即時の勅任天文家（Astronomer－Royal）フラムスチ～ド（丁ohn　Fla－

msteed）ε極めて頻繁に文通しfc，此の手紙の多くは今無くなってみるが，

しかしニウトンが1685年9月19日附で書いナこ手紙によるε，彼れはフラム

スチードから多くの有盆なる報告を受け，中にも，特に土星については，

ケプラーが此の土星の軌道を規定してみるに拘らす．ニウトンはかの三二

定理（sesquialterate　propositionケプラーの第三法則）のナこめに殆んさ何の役

にも立たないこSを見出したa・ふこEも書いてある．又，1685年か1686

年頃の，他の手紙に，ニゥトンは木星や土星の衛星の軌道にっき，叉，夏

至や冬至及び春分や秋分頃の大潮小潮の昇降につき，叉，木星の扁球率（若

し木星が扁球罷であるこεが確かならば，春秋愚慮の歳差の理由を考へる

テこめの大なる参考εなるεニウトンは書いてみる）につき，叉，土星が木

星ミ會合（coniunction）する頃の土星の位置がケプラーの表から計算しkも

のミー致しない事等につき，フラムスチードの報告を依頼した．殊に此の

最後の鮎についてフラムスチードが商った報告は非常にニウFンを喜ばし

7ものであるが，其の手紙の文面によれば，ニウトンは「三二比例」を一般

に慮尽するについて筒ほ勝る疑問を抱いてみたこミが明らかである．ニウ

トンの手紙の中に，

『木星ミ土星の位置がケプラーの表ε一致しないこεについて貴君の御報

告により，私はいろいろの疑問を解き得ましfこ．私は「三二比例」を遮げる

やうな何か未知の原因がまだ3こかにあるかも知れないざ思ふのでした．

何故ε言へば，遊星相互の影響が射り大きくないものであるから，尤も木

星の影響は貴君の御報押下さつた鐵値より大きいミ思って居りましナこ．若

し，爾ほ，貴君シ・v6氏ミが貴君の表の中に御使用になる木星こ土星の

執道の長径を御知らせ下さるならば有難く存じます．私は其れによって「三

二比例」が，他の筒ほ小さい諸種の關係ε共に，如何に天艦に當てはまる

かを見たいミ思ひます・』　　　　　　　（つづ⇔


